
 

○山形県公文書等の管理に関する条例（抜粋） 

 

（特定歴史公文書の利用請求及びその取扱い） 

第15条 知事は、保存している特定歴史公文書について前条第４項の目録の記載に従い利用

の請求があった場合には、次に掲げる場合を除き、これを利用させなければならない。 

(１) 当該特定歴史公文書に次に掲げる情報が記録されている場合 

イ 情報公開条例第６条第１項第１号に掲げる情報 

ロ 情報公開条例第６条第１項第２号に掲げる情報 

ハ 情報公開条例第６条第１項第３号又は第６号イ若しくはホに掲げる情報 

ニ 公にすることにより、人の生命、身体、財産又は社会的地位の保護、犯罪の予防、

鎮圧又は捜査、公訴の維持、刑の執行その他公共の安全と秩序の維持に支障を及ぼす

おそれがあると当該特定歴史公文書を移管した実施機関が認めるに足りる相当の理由

がある情報 

(２) 当該特定歴史公文書の原本を利用に供することにより当該原本の破損若しくはその

汚損を生ずるおそれがある場合又は当該特定歴史公文書を保存する知事が当該原本を現

に使用している場合 

２ 知事は、前項に規定する利用の請求（以下「利用請求」という。）に係る特定歴史公文

書が同項第１号に該当するか否かについて判断するに当たっては、当該特定歴史公文書が

公文書又は法人文書として作成又は取得されてからの時の経過を考慮するとともに、当該

特定歴史公文書に第８条第４項又は第11条第５項の規定による意見が付されている場合に

は、当該意見を参酌しなければならない。 

３ 知事は、第１項第１号に掲げる場合であっても、同号イからニまでに掲げる情報が記録

されている部分を容易に区分して除くことができるときは、利用請求をしたもの（以下「利

用請求者」という。）に対し、当該部分を除いた部分を利用させなければならない。ただ

し、当該部分を除いた部分に有意の情報が記録されていないと認められるときは、この限

りでない。 
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